
揖保川直轄河川改修事業

【再評価】

No.７

近畿地方整備局

事業評価監視委員会

平成２６年度第２回

平成26年10月

近畿地方整備局



揖保川の概要（流域の概要）
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揖保川流域位置図

○ 揖保川は、その源を兵庫県宍粟市藤無山(標高1,139m)に発し、途中、引原川

、林田川、栗栖川を合流し瀬戸内海に注ぐ、流域面積810km2、幹線流路延長
70km、流域内人口約15万人の一級河川です。

○ 流域市町村は、姫路市、たつの市、宍粟市、太子町、神河町の兵庫県内の3
市2町に及んでいる。

○ 流域の下流部は、中播磨地域の社会・経済機能の中枢をなす姫路市を擁して
おり、たつの市を中心とする中流部では、手延べ素麺・うすくち醤油などの産業
が地域経済の基盤となっています。
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２．河川整備の概要（河川整備計画の主な事業内容）

○ 平成25年7月に策定した揖保川水系河川整備計画に定める河川整備により、戦後最大となる甚大な被害が発生した昭和51
年9月の洪水と同規模の洪水が発生した場合でも、家屋浸水被害の防止または農地等の浸水被害の軽減を図ることが可能と
なるとともに、平成21年8月の洪水に対しても浸水被害の軽減を図ることが可能となる。

○ 質的対策は、堤防に求められている安全性を照査した上で、緊急性の高いところから優先的に堤防の強化を実施する。

○ 耐震対策は、耐震性を照査した上で、その結果に応じて必要な対策を実施する。
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２．河川整備の概要（河川整備計画の主な事業内容）
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○ 平成25年7月に策定した揖保川水系河川整備計画に定める河川整備により、戦後最大となる甚大な被害が発生した昭和51
年9月の洪水と同規模の洪水が発生した場合でも、家屋浸水被害の防止または農地等の浸水被害の軽減を図ることが可能と
なるとともに、平成21年8月の洪水に対しても浸水被害の軽減を図ることが可能となる。

○ 質的対策は、堤防に求められている安全性を照査した上で、緊急性の高いところから優先的に堤防の強化を実施する。

○ 耐震対策は、耐震性を照査した上で、その結果に応じて必要な対策を実施する。



前回評価時からの変更点
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○ 前回評価時(平成２３年度）は、河川整備計画策定前の案に基づき再評価を実施した。その後、平成25年7月に揖保川水系河

川整備計画を策定したことから、今回の事業再評価については、河川整備計画に基づき実施する。

○ 策定した河川整備計画は、前回評価時で示した河川整備計画（案）を対象としたものであることから、事業内容は大きく変わ

らない。

前回評価時
（平成23年度）

今回評価 備考

整備目標
戦後最大被害洪水
（昭和51年9月洪水）

同左

事業期間 平成22年度～平成50年度 平成25年度～平成50年度
・前回評価時以降の平成25
年7月に策定したことによる。

総事業費 約４７４億円 約４２４億円

・前回評価時は平成22年度
から事業費を計上、今回評価
は平成25年度から事業費を
計上。

事業諸元
築堤、河道掘削、堰改築、
橋梁架替等

同左



再評価の視点
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再評価の視点 現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
社会経済情勢等に大きな変化が
ない

揖保川想定はん濫区域
内市の総人口は、近5ヶ
年（平成21年から平成
25年）で約0.5%減とほ
ぼ横ばい

２）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変化が
ないため算出を省略

前回
全体 Ｂ／Ｃ ３．１
残事業 Ｂ／Ｃ ３．２

３）事業の進捗状況
築堤、河道掘削、堰改築等を実
施し、進捗率（事業費） 約７％

平成26年度末まで投資
額：約30億円

事業の進捗の見込みの視点

当面は、本川下流部の流下能力
向上対策と、中流部の平成16年
洪水の再度災害防止及び平成21
年洪水対策を完了させる。

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点 前回評価時点と変化なし



自治体の意見等

兵庫県知事 （平成26年9月30日付 土第1398号）

一級河川揖保川は、流域が姫路市、たつの市、宍粟市などからなり、このうち直轄区間については、下流部は中播磨地域の
社会、経済の中枢をなす姫路市を、また、中流部は手延べ素麺・うすくち醤油などの地域産業が集中する地域を流下する治水
上非常に重要な区間である。

揖保川流域では、平成16年台風第21号で476戸、平成21年台風第9号で751戸の甚大な浸水被害が発生したことから、築堤、
河道掘削、堰の改築等の河川改修を実施しているが、浸水被害のあった全ての地域の再度災害防止対策が図られたわけでは
なく、興浜地区、中広瀬・今宿地区、曲里地区、栗栖川段之上地区における河道掘削や築堤整備など、事業の早期完成に対し
て地域住民から強い要望がある。

このことから、当該区間の安全、安心を確保するため、河川整備計画の目標である戦後最大の被害を生じた昭和51年台風第
17号と同規模の洪水に対する家屋浸水被害の防止に向け、一層の事業促進を図っていただきたい。

対応方針（原案）

揖保川直轄河川改修事業は、事業の必要性等に関する視点による再評価及び事業の進捗の見込みに関する視点による

再評価がいずれも継続が妥当と判断でき、かつ、コスト縮減や代替案等の可能性の視点による再評価により事業の見直しを

図る必要がないと判断できることから「事業継続が妥当」である。

対応方針（原案）
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<揖保川直轄河川改修事業 > 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫県知事の意見 

 

一級河川揖保川は、流域が姫路市、たつの市、宍粟市などからなり、このう

ち直轄区間については、下流部は中播磨地域の社会、経済の中枢をなす姫路市

を、また、中流部は手延べ素麺・うすくち醤油などの地域産業が集中する地域

を流下する治水上非常に重要な区間である。 

 揖保川流域では、平成 16 年台風第 21 号で 476 戸、平成 21 年台風第 9号で 751

戸の甚大な浸水被害が発生したことから、築堤、河道掘削、堰の改築等の河川

改修を実施しているが、浸水被害のあった全ての地域の再度災害防止対策が図

られたわけではなく、興浜地区、中広瀬・今宿地区、曲里地区、栗栖川段之上

地区における河道掘削や築堤整備など、事業の早期完成に対して地域住民から

強い要望がある。 

 このことから、当該区間の安全、安心を確保するため、河川整備計画の目標

である戦後最大の被害を生じた昭和 51 年台風第 17 号と同規模の洪水に対する

家屋浸水被害の防止に向け、一層の事業促進を図っていただきたい。 


